
　
こ
の
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、

全
厚
労
加
盟
の
道
県
庁
要
請
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
県
の

市
長
会
・
町
村
会
に
も
「
地
域

医
療
・
厚
生
連
医
療
を
守
る
課

題
」
で
の
懇
談
を
申
し
入
れ
て

い
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、
道
要
請
の
前

に
市
長
会
と
町
村
会
を
訪
れ
ま

し
た
。
道
市
長
会
で
は
、
医
療

機
関
に
勤
務
経
験
の
あ
る
参
事

と
主
査
２
名
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
、
道
内
の
公
立
病
院
の
厳

し
い
運
営
や
人
材
不
足
の
問
題

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た

政
府
や
国
へ
の
要
請
を
複
数
回

行
っ
て
い
る
こ
と

や
、
奨
学
金
制
度

の
拡
充
な
ど
の
話

が
話
題
に
上
り
ま

し
た
。

　
道
庁
要
請
で
は
、

介
護
職
や
理
学
療

法
士
の
給
与
格
差

の
問
題
が
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、

薬
剤
師
不
足
や
看
護
学
校
の
廃

校
、
医
師
不
足
問
題
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
職
種
の
問
題
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
道
と
し
て
も
看
護
協

会
や
医
師
会
な
ど
と
と
も
に

様
々
な
確
保
策
や
国
へ
の
要

望
・
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る

こ
と
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
の
財
務
省
要
請
行

動
（
２
面
参
照
）
を
挟
ん
で
、

10
月
10
日
に
訪
れ
た
秋
田
県
で

は
、
健
康
福
祉
部
長
以
下
、
次

長
に
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
北
海
道
と
同
様
に
意
見
交
流

し
た
後
、
部
長
か
ら
は
、「
こ

れ
ま
で
県
と
し
て
も
厚
生
連
を

始
め
県
内
医
療
施
設
に
は
支
援

し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

に
と
っ
て
必
要
な
病
院
を
な
く

し
て
は
な
ら
な
い
。
国
に
対
し

て
も
要
請
し
て
い
る
」「
医
療
や

介
護
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は

県
と
し
て
も
把
握
し
て
い
る
。

そ
れ
は
皆
さ
ん
と
同
じ
想
い

だ
」
と
危
機
意
識
を
我
々
と
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
翌
日
11
日
に
は
、「
道
の
駅
う

ご
　
端
縫
い
の
郷
」
で
、
秋
厚
労

組
合
員
６
人
と
と
も
に
「
夜
勤

改
善
・
増
員
署
名
」
行
動
に
約

１
時
間
半
以
上
、
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
連
休
の
初
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
地
元
住
民
だ
け
で
な
く

県
外
客
も
た
く
さ
ん
訪
れ
て
い

て
、
私
た
ち
の
訴
え
に
足
を
止

め
て
く
れ
、
１
４
６
筆
の
署
名

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
か
ら
、「
妻
が
看

護
師
で
す
」「
こ
の
間
ま
で
雄

勝
の
病
院
に
入
院
し
て
い
ま
し

た
」「
こ
の
地
域
か
ら
病
院
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
困

る
」「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

等
々
、
温
か
い
言
葉
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
に
訪
れ
た
福
島
県

で
も
、
県
の
問
題
意
識
と
し
て
、

「
賃
上
げ
し
な
い
と
人
材
確
保

で
き
な
い
」「
緊
急
的
な
財
政
支

援
が
必
要
」「
介
護
報
酬
も
Ｒ
９

年
ま
で
と
て
も
待
て
な
い
」「
全

国
知
事
会
で
は
、
福
島
県
知
事

は
社
会
保
障
常
任
委
員
会
委
員

長
を
務
め
て
お
り
、
危
機
意
識

を
同
じ
く
し
て
動
い
て
い
る
」

な
ど
と
、
労
働
組
合
と
想
い
を

同
じ
く
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
県
へ
の
要
請
後
は
、
県
医
労

連
・
県
労
連
の
支
援
を
受
け
て
、

福
島
県
立
医
科
大
学
・
駅
前
キ

ャ
ン
パ
ス
の
そ
ば
で
街
頭
署
名

宣
伝
を
30
分
間
行
い
ま
し
た
。

学
生
や
年
配
者
も
含
め
て
、
26

筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
秋
田
・
福
島
で
は
、
市
長
会
・

町
村
会
と
は
懇
談
は
で
き
な
か

っ
た
も
の
の
、
い
ま
取
り
組
ん

で
い
る
「
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
活
か
し
た
提
言
や
、
23
秋
闘

で
取
り
組
ん
だ
「
一
言
カ
ー
ド
」

の
声
を
デ
ー
タ
化
・
分
析
し
た

資
料
を
持
参
し
、
市
町
村
と
し

て
の
支
援
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。

　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
12
月

２
日
の
広
島
県
要
請
ま
で
続
け
、

各
地
か
ら
集
め
た
声
を
再
度
、

財
務
省
に
届
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
25
秋
闘
で
の
「
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
運
動
は
、

11
月
末
（
一
次
締
切
は

10
月
末
）
ま
で
継
続
し

ま
す
。
ぜ
ひ
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
、
現
場
の
声
を

寄
せ
て
下
さ
い
。
み
ん

な
で
声
を
挙
げ
れ
ば
変

わ
り
ま
す
。

一言メッセージ

キャラバンスタートの北海道
北厚労・富樫副委員長と

増
員
署
名
を
説
明
す
る
秋
厚
労
組
合
員

福島駅前では、若い人たちも
こころよく署名

福島県では、県医労連・県労連の支援もありました

秋田では健康福祉部長が対応し、要請・懇談

福島県の担当者がしっかりと話を聞き、認識も共有

　
10
月
６
日
、
全
厚
労
は
25
年
度
運
動
方
針
で
確
認
し
た
「
25
秋
闘
・
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
北
海
道
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
大
栗
書
記
長
は
、
自
前
の
バ
イ
ク
と
ア
ピ
ー
ル

ゼ
ッ
ケ
ン
を
準
備
し
、
大
洗
〜
苫
小
牧
間
を
フ
ェ
リ
ー
で
、
道
中
は
一
般
道
や
道
の

駅
な
ど
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
ア
ピ
ー
ル
を
し
な
が
ら
進
ん
で
い
ま
す
。
10
月
15
日
現
在
、

北
海
道
・
秋
田
・
福
島
の
３
道
県
へ
要
請
し
ま
し
た
。

秋
田・道
の
駅
宣
伝
で
住
民
の
応
援
も

秋
田・道
の
駅
宣
伝
で
住
民
の
応
援
も

秋
田・道
の
駅
宣
伝
で
住
民
の
応
援
も

秋
田・道
の
駅
宣
伝
で
住
民
の
応
援
も

賃
金
・
処
遇
の
格
差
や

人
材
不
足
問
題
を
共
有

賃
金
・
処
遇
の
格
差
や

人
材
不
足
問
題
を
共
有

賃
金
・
処
遇
の
格
差
や

人
材
不
足
問
題
を
共
有

賃
金
・
処
遇
の
格
差
や

人
材
不
足
問
題
を
共
有

地
元
民
・
観
光
客
か
ら
も

次
々
と
署
名
へ
の
協
力
が

地
元
民
・
観
光
客
か
ら
も

次
々
と
署
名
へ
の
協
力
が

地
元
民
・
観
光
客
か
ら
も

次
々
と
署
名
へ
の
協
力
が

地
元
民
・
観
光
客
か
ら
も

次
々
と
署
名
へ
の
協
力
が

街
頭
署
名
で
は
医
労
連

県
労
連
も
支
援
し
て

街
頭
署
名
で
は
医
労
連

県
労
連
も
支
援
し
て

街
頭
署
名
で
は
医
労
連

県
労
連
も
支
援
し
て

街
頭
署
名
で
は
医
労
連

県
労
連
も
支
援
し
て

「一言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で

国
・
政
府
を
動
か
そ
う

「一言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で

国
・
政
府
を
動
か
そ
う

「一言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で

国
・
政
府
を
動
か
そ
う

「一言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で

国
・
政
府
を
動
か
そ
う
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（1） 2025年10月20日 第539号全 厚 労 ニ ュ ー ス

25秋闘・全国キャラバン　10月6日 北海道をスタート25秋闘・全国キャラバン　10月6日 北海道をスタート

「現場の想いと一緒です」「現場の想いと一緒です」担当者

https://line.me/R/ti/p/@781zgepo
https://forms.gle/dD1soBsp6EEsQduLA


当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
８
月
号
の
ク
イ
ズ
答
え
は
「
コ
ウ
レ
イ
シ

ャ
」
ま
た
は
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」で
、
当
選
倍
率
は
２
倍
（
ク
イ
ズ
答
え
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）で
し
た
。

締め切り：2025年11月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　富厚労からは書記次長を務める二橋亮介さん
を紹介します。
　二橋さんは厚生連高岡病院で理学療法士とし
て勤務しており、職場では主任としてもチーム
を引っ張る兄貴分的な存在です。
　そんな二橋さんですが、最近は職場の後輩た
ちと筋力トレーニングに励んでいるとのことで
す。特に懸垂を頑張っているそうですが、なか
なか成果が出ないことから落ち込んでおられま
した(笑)懸垂をしている二橋さんを見かけたら、
そっと背中を持ち上げて後押ししてあげてくだ
さい。何事にも全力で取り組む二橋さんの今後
の活躍が楽しみです。

　大台厚生支部で支部会計を努めている鈴
木です。
　３月に初めて労働組合の集会で東海ブロ
ック春期学習会に参加させてもらいました。
　８月には長崎で開催された原水爆禁止世
界大会に参加させてもらい、被爆地で核兵
器の恐ろしさと平和の尊さを実感し、各国
の人々が「核兵器のない未来」を願う姿に
心を打たれました。
　私はガーデニングが趣味で、花好きの祖
父は「戦時中は食べ物を育てねばならず、
花を育てられなかった」とよく話していまし
た。平和だからこそ花を楽しめると感じ、
花いっぱいの庭が出来るよう、平和を願い続けたいと思います。

富山　二橋亮介さん

三重　鈴木悠子さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第210回は富山・三重にお願い
しました。

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
連
日
発

令
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
場
の
訪
問
看

護
は
特
に
シ
ン
ド
い
！      

（
三
重
）

―
―
訪
問
後
の
車
中
は
灼
熱
で
す
ね
。

し
か
も
、
そ
の
繰
り
返
し
。
最

前
線
で
地
域
医
療
を
守
る
人
々

に
感
謝
だ
け
で
な
く
報
酬
を
！

（
Ｈ
Ｔ
）

　
私
の
教
え
子
の
看
護
学
校
１
年
の

学
生
さ
ん
達
が
、
私
の
勤
務
す
る
病

院
に
初
め
て
看
護
実
習
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
緊
張
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
が
、
一
つ
で
も
多
く
学
ぼ

う
と
す
る
姿
勢
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ

り
、
一
生
懸
命
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
さ
ん
達
の
頑
張
り

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。           

（
北
海
道
）

―
―
見
守
る
な
ん
て
ま
る
で
子
を
思

う
親
の
心
境
。
次
は
学
生
さ
ん

達
が
資
格
を
取
得
し
現
場
で
活

躍
す
る
姿
を
早
く
み
た
い
で
す

ね
。                      

（
Ｏ
Ｇ
）

　
長
崎
の
世
界
大
会
、
私
の
支
部
か

ら
も
参
加
さ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
で

連
日
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
多

く
の
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
え

る
内
容
だ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

平
和
を
考
え
る
こ
と
、
戦
争
と
は
何

か
。
今
一
度
立
ち
止
ま
り
老
若
男
女

問
わ
ず
考
え
た
り
、
話
し
た
り
す
る

こ
と
は
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
命
の
重
み
を
感
じ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。        

（
長
野
）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

参
加
者
が
一
人
で
も
増
え
れ
ば

企
画
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
嬉

し
く
思
い
ま
す
。       

（
Ａ
Ｋ
）

　
福
厚
労
の
研
修
会
の
記
事
を
見
て

あ
の
よ
う
に
楽
し
く
組
合
員
や
新
人

さ
ん
が
労
働
組
合
や
制
度
を
知
る
こ

と
で
労
働
組
合
の
必
要
性
を
学
ぶ
機

会
と
な
り
次
の
組
合
員
増
員
に
繋
が

る
可
能
性
を
感
じ
た
。
う
ち
の
支
部

で
も
で
き
た
ら
い
い
な
。（
岐
阜
）

―
―
演
劇
で
労
働
３
権
を
紹
介
し
、

組
合
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

し
た
。
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
は

や
は
り
魅
力
的
で
す
ね
。（Ｅ

Ｎ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　
ラ
ー
メ
ン
１
０

０
０
円
越
え
が
増

え
て
き
た
。
最
寄

り
の
ス
ー
パ
ー
の

卵
の
値
段
が
３
０

０
円
を
超
え
た
。

お
米
は
５
キ
ロ
４

０
０
０
円
越
え
。

日
本
の
人
口
は
ピ

ー
ク
の
２
０
０
８

年
か
ら
４
２
８
万

人
減
少
。
実
質
賃

金
は
３
年
連
続
マ

イ
ナ
ス
。
明
る
い
未
来
を
示

し
、
国
民
の
生
活
に
寄
り
添

っ
た
具
体
的
な
政
策
を
実
行

で
き
る
政
治
家
は
い
な
い
の

か
？
　               
（
Ｏ
Ｋ
）

【問題】日比谷野音で行われた「９・２５いのちまもる総行動」、集会名の
一番前につけられた切実な訴えは？

答え『 も □　 げ ん □ い 』
紙面をヒントに答え(６文字)を、右QRコードまたは下記あて先へお送りください。

今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆６月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　８月号で一番興味があった面は？
　最も票が集まったのは長崎で行われた原水禁世界大会の内容
についての１面13票でした。次いで、「米問題」学習会の内容や、
福厚労の新人組合員研修会の２面６票、原水禁大会の参加者か
らの感想が寄せられた４面３票、定番面２票でした。
質問２　おすすめの「秋」の過ごし方
　「もみじ狩り」２票、「その他」３票、「食欲の秋」７票。そ
してもっとも票が多かったのは「芸術の秋」12票でした。昨今
は過ごしやすい季節の秋がとても短いと感じます。暑かった夏を
越え、涼しいこの時期に旬の美味しい物を食べ、美術館や映画
など芸術に触れリフレッシュしていきたいですね。

質問１　10月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　新首相に期待する政策は？
　　　　Ａ＝景気・雇用　　　Ｂ＝医療・介護・福祉
　　　　Ｃ＝外交・安全保障　Ｄ＝その他（自由記載）

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

夜勤協定（やきんきょうてい）：夜間に働くことは身体
にとって有害な事であり、労働時間や日数を制限する事
が必要です。夜勤の規制についての労働協約を夜勤協定
と言います。1965年に国の機関（人事院）によって夜
勤制限が必要と認定され、1968年新潟県立病院で「2
人以上・月8日以内」の夜勤協定が結ばれました。今一
般的に結ばれている夜勤協定は、この時に勝ち取った協
定がベースになっています。

労働組合用語集

　
今
回
の
財
務
省
要
請
は
、
８
月

28
日
の
参
議
院
議
員
要
請
で
財
政

金
融
委
員
会
所
属
の
小
池
晃
議
員

（
共
産
党
）
を
訪
問
し
た
際
に
お

願
い
を
し
て
い
た
も
の
で
、
秘
書

同
席
で
行
い
ま
し
た
。
財
務
省
か

ら
は
、
主
計
官
補
佐
（
厚
労
担
当
、

こ
ど
も
家
庭
、
統
括
補
佐
）
の
松

本
氏
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
全
厚
労
は
、「
社
会
保
障
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
、

社
会
保
障
関
係
費
の
増
額
と
と
も

に
、
国
民
負
担
増
で
は
な
く
大
企

業
の
社
会
的
責
任
強
化
、Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
並
み
の
水
準
確
保
、
26
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
最
低
10
％
以
上
引

き
上
げ
、
物
価
上
昇
や
賃
金
増
に

見
合
う
「
ス
ラ
イ
ド
制
度
」
の
導

入
、
経
営
安
定
化
と
人
件
費
の
た

め
の
補
正
予
算
で
の
財
政
支
援
を

要
求
し
ま
し
た
。

「
骨
太
方
針
２
０
２
５
」

に
そ
っ
て
対
応
を
検
討
中

　
担
当
官
は
、「
２
０
１
６
年
度

か
ら
骨
太
方
針
に
基
づ
き
、
社
会

保
障
関
係
費
は
高
齢
化
の
伸
び
率

に
押
さ
え
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。
消
費
税
収
の
使
途
で
あ
る

社
会
保
障
４
経
費
（
年
金
・
医
療
・

介
護
・
少
子
化
対
策
）
は
34
兆
円

の
う
ち
、
消
費
税
は
20
・
１
兆
円
、

残
り
の
13
・
９
兆
円
は
赤
字
国
債

で
賄
っ
て
お
り
、
将
来
世
代
へ
の

先
送
り
負
担
と
な
っ
て
い
る
」
と

説
明
。
ま
た
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
内
で
は

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
８
位
（
22
年
度
）
で

中
福
祉
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、

「
医
療
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
は
理
解
し
て
い
る
」と
し
つ
つ
、

「
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
関
係

者
と
の
議
論
で
決
定
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
ま
だ
病
院
経
営
の
デ
ー

タ
や
経
済
・
物
価
動
向
な
ど
客
観

的
デ
ー
タ
が
揃
っ
て
い
な
い
」
と

し
ま
し
た
。
現
時
点
で
言
え
る
の

は
、「
骨
太
方
針
２
０
２
５
」
で

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
「
医
療
・

介
護
等
の
現
場
の
厳
し
い
現
状

や
税
収
等
を
含
め
た
財
政
の
状

況
を
踏
ま
え
、『
保
険
料
負
担

の
抑
制
努
力
も
継
続
』し
つ
つ
、

賃
上
げ
の
実
現
や
昨
今
の
物
価

上
昇
に
よ
る
影
響
等
に
つ
い

て
、
経
営
安
定
や
現
場
で
働
く

幅
広
い
職
種
の
賃
上
げ
に
確
実

に
つ
な
が
る
よ
う
的
確
な
対
応

を
行
う
」と
い
う
こ
と
に
沿
っ
て
、

準
備
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

ま
で
し
か
述
べ
ら
れ
な
い
、
と
し

ま
し
た
。

公
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

処
遇
を
担
保
す
る
報
酬
を

　
全
厚
労
か
ら
は
、
厚
労
省
の

「
賃
金
セ
ン
サ
ス
」
で
16
あ
る
産

業
分
類
の
う
ち
、
医
療
・
福
祉
分

野
は
12
位
。
一
方
で
、
同
じ
社
会

的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
気
・
ガ
ス

等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
は
１
位
。

国
民
生
活
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
産

業
で
あ
り
な
が
ら
、
医
療
・
介
護

の
社
会
的
役
割
は
、
軽
ん
じ
ら
れ

て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
訴
え
ま

し
た
。

　
ま
た
経
営
実
態
に
関
し
て
も
、

多
く
の
病
院
・
施
設
が
こ
れ
ま
で

に
な
い
赤
字
経
営
に
陥
っ
て
い
る

の
は
、
各
種
団
体
の
発
表
で
も
明

ら
か
な
こ
と
。
現
実
に
医
療
・
介

護
労
働
者
は
、
賃
上
げ
も
他
産
業

の
水
準
か
ら
出
遅
れ
て
お
り
、
一

般
国
民
同
様
に
、
諸
物
価
高
騰
に

生
活
を
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。
診

療
報
酬
10
％
増
が
必
要
と
い
う
の

は
、
労
働
組
合
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
医
療
関
係
団
体
か
ら
も
要
望

さ
れ
て
い
る
と
強
く
強
調
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
減
っ
て
は
き
て
い
る

も
の
の
「
た
だ
働
き
（
サ
ー
ビ
ス

残
業
や
不
払
い
残
業
）」
が
残
さ

れ
て
お
り
、
現
行
診
療
報
酬
で
も

ま
と
も
に
残
業
代
を
支
払
え
ば
た

ち
ま
ち
医
療
経
営
は
破
綻
し
て
し

ま
う
水
準
だ
、
と
指
摘
す
る
と
担

当
官
も
、
驚
き
の
表
情
を
持
っ
て

受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
現
実
に
医
療
・
介
護

崩
壊
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
財

務
省
も
大
変
だ
と
思
う
が
汗
を
か

い
て
ほ
し
い
。
ま
た
今
日
は
第
一
次

要
請
行
動
と
し
て
考
え
て
お
り
、

改
め
て
現
場
実
態
の
デ
ー
タ
を
持

ち
寄
り
、
話
を
し
て
い
き
た
い
と

お
願
い
し
て
、
予
定
時
間
を
オ
ー

バ
ー
し
て
の
行
動
を
終
え
ま
し
た
。

　
４
月
施
行
の
内
容
は
、
９
つ
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
に
あ

る
よ
う
に
①
子
の
看
護
休
暇
の
見

直
し
で
、
名
称
は
「
子
の
看
護
等

休
暇
」
と
な
り
、
対
象
は
「
小
学

校
３
年
生
終
了
ま
で
」、
取
得
自

由
も
「
病
気
・
け
が
」「
予
防
接
種
・

健
康
診
断
」
に
加
え
、「
感
染
症

に
伴
う
学
級
閉
鎖
等
」「
入
園
（
入

学
）
式
、
卒
園
式
」
も
加
わ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
②
所
定
外
労
働
の
制
限

（
残
業
免
除
）
に
つ
い
て
も
「
小

学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る
労

働
者
」
と
し
て
期
間
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　
③
短
時
間
勤
務
制
度
（
３
歳
未

満
）
の
代
替
措
置
に
テ
レ
ワ
ー
ク

を
追
加
す
る
措
置
は
、
医
療
・
介

護
施
設
で
は
現
実
的
で
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。 

④
育
児
の
た
め
の
テ
レ

ワ
ー
ク
導
入
も

同
様
で
、
事
業

主
の
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
⑤
育
児
休
業

取
得
状
況
の
公

表
義
務
は
、「
従

業
員
数
３
０
０

人
超
の
企
業
」

と
な
り
ま
し
た
。

男
性
の
育
児
休

業
等
の
取
得
率
、

ま
た
は
育
児
休

業
等
と
育
児
目

的
休
暇
の
取
得

率
を
年
１
回
、
公
表
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
⑥
介
護
休
暇
を
取
得
で
き
る
労

働
者
の
要
件
緩
和
で
は
、「
継
続

雇
用
期
間
６
か
月
未
満
」
の
条
件

が
撤
廃
さ
れ
、
除
外
可
能
な
労
働

者
は
、
週
の
所
定
労
働
日
数
が
２

日
以
下
の
者
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
事
業
主
は
、⑦
介
護

離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整

備
、⑧
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の

個
別
の
周
知
・
意
向
確
認
等
を
行

う
こ
と
が
義
務
化
。⑨
介
護
の
た

め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
も
努
力
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
〜
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現

す
る
た
め
の
措
置
の
導
入
義
務

　
10
月
か
ら
は
、
事
業
主
は
３
歳

か
ら
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育

す
る
労
働
者
に
関
し
て
、
５
つ
の

選
択
肢
（
表
）
の
中
か
ら
、
２
つ

以
上
を
選
択
し
て
講
ず
る
こ
と
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
で
も
こ
の
秋
、
労
使
協
議

等
が
進
み
、
ど
の
措
置
を
選
択
す

る
か
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医

療
・
介
護
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

は
難
し
い
た
め
、
そ
れ
以
外
の
４

つ
か
ら
２
〜
３
つ
を
検
討
・
導
入

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
多
数
で

す
。
広
島
で
は
、「
時
差
出
勤
」

と
と
も
に
、「
養
育
両
立
支
援
休

暇
」
10
日
の
う
ち
、
３
日
（
24
時

間
）
分
を
有
給
と
す
る
こ
と
で
妥

結
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
労
働

組
合
や
総
務
等
に
確
認
し
て
み
て

下
さ
い
。
ま
た
詳
細
を
知
り
た
い

方
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
厚
労
省

の
リ
ー
フ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　
10
月
８
日
、全
厚
労
は
参
議
院
議
員
会
館
内
で
、四
役
会
議
を
開
催
し
、

合
わ
せ
て
「
第
一
次
財
務
省
要
請
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
政
局
が
混
沌

と
す
る
中
で
、
医
療
・
社
会
保
障
費
の
増
額
や
26
年
度
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
、
補
正
予
算
で
の
財
政
支
援
等
を
求
め
ま
し
た
。

　
男
女
と
も
に
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
育
児
期

の
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、
措
置
の
拡
充
や
介
護
離
職

防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
、
個
別
周
知
・
意
向
確
認
の
義
務

化
な
ど
が
法
改
正
さ
れ
、
４
月
と
10
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
が
し
っ
か
り
と
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

改正育児介護
休業法リーフ

担当官に要請書を手渡す岩本委員長（右）

主計官補佐（厚労担当・こども家庭・統括補佐、左手前）と四役で懇談

改正育児・介護休業法のポイント
2025年4月1日から施行
①子の看護休暇の見直し                                                義務化（就業規則等の見直し）

改正内容 施行前 施行後
対象となる子の範囲の拡大 小学校就学の始期に達するまで 小学校３年生修了まで

取得事由の拡大
（③④を追加）

①病気・けが取得事由の拡大
②予防接種・健康診断

①病気・けが
②予防接種・健康診断
③感染症に伴う学級閉鎖等
④入園（入学）式、卒園式

労使協定による継続
雇用期間６か月未満
除外規定の廃止

〈除外できる労働者〉
①週の所定労働日数が２日以下
②継続雇用期間６か月未満

〈除外できる労働者〉
①週の所定労働日数が２日以下
※②を撤廃

名称変更 子の看護休暇 子の看護等休暇
※取得可能日数は、現行日数（１年間に５日、子が２人以上の場合は10日）から変更ありません。

②所定外労働の制限（残業免除）の対象拡大 義務化（就業規則等の見直し）
改正内容 施行前 施行後

請求可能となる労働者の範
囲の拡大 ３歳未満の子を養育する労働者 小学校就学前の子を養育する労働者
その他、③代替措置としてテレワークの導入～⑨周知義務の措置を導入

2025年10月1日から施行
⑩柔軟な働き方を実現するための措置等 義務化（就業規則等の見直し）
（１）育児期の柔軟な働き方を実現するための措置（選択して講ずべき措置と具体的内容）
①始業時刻等の変更：次のいずれかの措置（一日の所定労働時間を変更しない）

・フレックスタイム制
・始業または終業の時刻を繰り上げまたは繰り下げる制度（時差出勤の制度）

②テレワーク等（10日以上/月）：一日の所定労働時間を変更せず、月に10日以上利用できるもの
③保育施設の設置運営等：保育施設の設置運営その他これに準ずる便宜の供与をするもの

（ベビーシッターの手配および費用負担など）
④就業しつつ子を養育することを容易にするための休暇（養育両立支援休暇）の付与（10日以上/年）
　一日の所定労働時間を変更せず、年に10日以上取得できるもの

⑤ 短時間勤務制度：一日の所定労働時間を原則６時間とする措置を含むもの
注：②と④は、原則時間単位で取得可とする必要があります

財
務
省
へ
第
一次
要
請
行
動

財
務
省
へ
第
一次
要
請
行
動

医
療
機
関
の
厳
し
さ
認
識

2025年10月より施行、知っていますか？
改正育児・介護休業法で「働き方」選択も改正育児・介護休業法で「働き方」選択も

（3） 2025年10月20日 第539号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2025年10月20日 第539号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001259367.pdf


当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
８
月
号
の
ク
イ
ズ
答
え
は
「
コ
ウ
レ
イ
シ

ャ
」
ま
た
は
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」で
、
当
選
倍
率
は
２
倍
（
ク
イ
ズ
答
え
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）で
し
た
。

締め切り：2025年11月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　富厚労からは書記次長を務める二橋亮介さん
を紹介します。
　二橋さんは厚生連高岡病院で理学療法士とし
て勤務しており、職場では主任としてもチーム
を引っ張る兄貴分的な存在です。
　そんな二橋さんですが、最近は職場の後輩た
ちと筋力トレーニングに励んでいるとのことで
す。特に懸垂を頑張っているそうですが、なか
なか成果が出ないことから落ち込んでおられま
した(笑)懸垂をしている二橋さんを見かけたら、
そっと背中を持ち上げて後押ししてあげてくだ
さい。何事にも全力で取り組む二橋さんの今後
の活躍が楽しみです。

　大台厚生支部で支部会計を努めている鈴
木です。
　３月に初めて労働組合の集会で東海ブロ
ック春期学習会に参加させてもらいました。
　８月には長崎で開催された原水爆禁止世
界大会に参加させてもらい、被爆地で核兵
器の恐ろしさと平和の尊さを実感し、各国
の人々が「核兵器のない未来」を願う姿に
心を打たれました。
　私はガーデニングが趣味で、花好きの祖
父は「戦時中は食べ物を育てねばならず、
花を育てられなかった」とよく話していまし
た。平和だからこそ花を楽しめると感じ、
花いっぱいの庭が出来るよう、平和を願い続けたいと思います。

富山　二橋亮介さん

三重　鈴木悠子さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第210回は富山・三重にお願い
しました。

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
連
日
発

令
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
場
の
訪
問
看

護
は
特
に
シ
ン
ド
い
！      

（
三
重
）

―
―
訪
問
後
の
車
中
は
灼
熱
で
す
ね
。

し
か
も
、
そ
の
繰
り
返
し
。
最

前
線
で
地
域
医
療
を
守
る
人
々

に
感
謝
だ
け
で
な
く
報
酬
を
！

（
Ｈ
Ｔ
）

　
私
の
教
え
子
の
看
護
学
校
１
年
の

学
生
さ
ん
達
が
、
私
の
勤
務
す
る
病

院
に
初
め
て
看
護
実
習
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
緊
張
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
が
、
一
つ
で
も
多
く
学
ぼ

う
と
す
る
姿
勢
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ

り
、
一
生
懸
命
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
さ
ん
達
の
頑
張
り

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。           

（
北
海
道
）

―
―
見
守
る
な
ん
て
ま
る
で
子
を
思

う
親
の
心
境
。
次
は
学
生
さ
ん

達
が
資
格
を
取
得
し
現
場
で
活

躍
す
る
姿
を
早
く
み
た
い
で
す

ね
。                      

（
Ｏ
Ｇ
）

　
長
崎
の
世
界
大
会
、
私
の
支
部
か

ら
も
参
加
さ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
で

連
日
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
多

く
の
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
え

る
内
容
だ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

平
和
を
考
え
る
こ
と
、
戦
争
と
は
何

か
。
今
一
度
立
ち
止
ま
り
老
若
男
女

問
わ
ず
考
え
た
り
、
話
し
た
り
す
る

こ
と
は
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
命
の
重
み
を
感
じ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。        

（
長
野
）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

参
加
者
が
一
人
で
も
増
え
れ
ば

企
画
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
嬉

し
く
思
い
ま
す
。       

（
Ａ
Ｋ
）

　
福
厚
労
の
研
修
会
の
記
事
を
見
て

あ
の
よ
う
に
楽
し
く
組
合
員
や
新
人

さ
ん
が
労
働
組
合
や
制
度
を
知
る
こ

と
で
労
働
組
合
の
必
要
性
を
学
ぶ
機

会
と
な
り
次
の
組
合
員
増
員
に
繋
が

る
可
能
性
を
感
じ
た
。
う
ち
の
支
部

で
も
で
き
た
ら
い
い
な
。（
岐
阜
）

―
―
演
劇
で
労
働
３
権
を
紹
介
し
、

組
合
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

し
た
。
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
は

や
は
り
魅
力
的
で
す
ね
。（Ｅ

Ｎ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　
ラ
ー
メ
ン
１
０

０
０
円
越
え
が
増

え
て
き
た
。
最
寄

り
の
ス
ー
パ
ー
の

卵
の
値
段
が
３
０

０
円
を
超
え
た
。

お
米
は
５
キ
ロ
４

０
０
０
円
越
え
。

日
本
の
人
口
は
ピ

ー
ク
の
２
０
０
８

年
か
ら
４
２
８
万

人
減
少
。
実
質
賃

金
は
３
年
連
続
マ

イ
ナ
ス
。
明
る
い
未
来
を
示

し
、
国
民
の
生
活
に
寄
り
添

っ
た
具
体
的
な
政
策
を
実
行

で
き
る
政
治
家
は
い
な
い
の

か
？
　               

（
Ｏ
Ｋ
）

【問題】日比谷野音で行われた「９・２５いのちまもる総行動」、集会名の
一番前につけられた切実な訴えは？

答え『 も □　 げ ん □ い 』
紙面をヒントに答え(６文字)を、右QRコードまたは下記あて先へお送りください。

今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆６月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　８月号で一番興味があった面は？
　最も票が集まったのは長崎で行われた原水禁世界大会の内容
についての１面13票でした。次いで、「米問題」学習会の内容や、
福厚労の新人組合員研修会の２面６票、原水禁大会の参加者か
らの感想が寄せられた４面３票、定番面２票でした。
質問２　おすすめの「秋」の過ごし方
　「もみじ狩り」２票、「その他」３票、「食欲の秋」７票。そ
してもっとも票が多かったのは「芸術の秋」12票でした。昨今
は過ごしやすい季節の秋がとても短いと感じます。暑かった夏を
越え、涼しいこの時期に旬の美味しい物を食べ、美術館や映画
など芸術に触れリフレッシュしていきたいですね。

質問１　10月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　新首相に期待する政策は？
　　　　Ａ＝景気・雇用　　　Ｂ＝医療・介護・福祉
　　　　Ｃ＝外交・安全保障　Ｄ＝その他（自由記載）

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

夜勤協定（やきんきょうてい）：夜間に働くことは身体
にとって有害な事であり、労働時間や日数を制限する事
が必要です。夜勤の規制についての労働協約を夜勤協定
と言います。1965年に国の機関（人事院）によって夜
勤制限が必要と認定され、1968年新潟県立病院で「2
人以上・月8日以内」の夜勤協定が結ばれました。今一
般的に結ばれている夜勤協定は、この時に勝ち取った協
定がベースになっています。

労働組合用語集

　
今
回
の
財
務
省
要
請
は
、
８
月

28
日
の
参
議
院
議
員
要
請
で
財
政

金
融
委
員
会
所
属
の
小
池
晃
議
員

（
共
産
党
）
を
訪
問
し
た
際
に
お

願
い
を
し
て
い
た
も
の
で
、
秘
書

同
席
で
行
い
ま
し
た
。
財
務
省
か

ら
は
、
主
計
官
補
佐
（
厚
労
担
当
、

こ
ど
も
家
庭
、
統
括
補
佐
）
の
松

本
氏
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
全
厚
労
は
、「
社
会
保
障
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
、

社
会
保
障
関
係
費
の
増
額
と
と
も

に
、
国
民
負
担
増
で
は
な
く
大
企

業
の
社
会
的
責
任
強
化
、Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
並
み
の
水
準
確
保
、
26
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
最
低
10
％
以
上
引

き
上
げ
、
物
価
上
昇
や
賃
金
増
に

見
合
う
「
ス
ラ
イ
ド
制
度
」
の
導

入
、
経
営
安
定
化
と
人
件
費
の
た

め
の
補
正
予
算
で
の
財
政
支
援
を

要
求
し
ま
し
た
。

「
骨
太
方
針
２
０
２
５
」

に
そ
っ
て
対
応
を
検
討
中

　
担
当
官
は
、「
２
０
１
６
年
度

か
ら
骨
太
方
針
に
基
づ
き
、
社
会

保
障
関
係
費
は
高
齢
化
の
伸
び
率

に
押
さ
え
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。
消
費
税
収
の
使
途
で
あ
る

社
会
保
障
４
経
費
（
年
金
・
医
療
・

介
護
・
少
子
化
対
策
）
は
34
兆
円

の
う
ち
、
消
費
税
は
20
・
１
兆
円
、

残
り
の
13
・
９
兆
円
は
赤
字
国
債

で
賄
っ
て
お
り
、
将
来
世
代
へ
の

先
送
り
負
担
と
な
っ
て
い
る
」
と

説
明
。
ま
た
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
内
で
は

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
８
位
（
22
年
度
）
で

中
福
祉
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、

「
医
療
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
は
理
解
し
て
い
る
」と
し
つ
つ
、

「
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
関
係

者
と
の
議
論
で
決
定
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
ま
だ
病
院
経
営
の
デ
ー

タ
や
経
済
・
物
価
動
向
な
ど
客
観

的
デ
ー
タ
が
揃
っ
て
い
な
い
」
と

し
ま
し
た
。
現
時
点
で
言
え
る
の

は
、「
骨
太
方
針
２
０
２
５
」
で

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
「
医
療
・

介
護
等
の
現
場
の
厳
し
い
現
状

や
税
収
等
を
含
め
た
財
政
の
状

況
を
踏
ま
え
、『
保
険
料
負
担

の
抑
制
努
力
も
継
続
』し
つ
つ
、

賃
上
げ
の
実
現
や
昨
今
の
物
価

上
昇
に
よ
る
影
響
等
に
つ
い

て
、
経
営
安
定
や
現
場
で
働
く

幅
広
い
職
種
の
賃
上
げ
に
確
実

に
つ
な
が
る
よ
う
的
確
な
対
応

を
行
う
」と
い
う
こ
と
に
沿
っ
て
、

準
備
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

ま
で
し
か
述
べ
ら
れ
な
い
、
と
し

ま
し
た
。

公
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

処
遇
を
担
保
す
る
報
酬
を

　
全
厚
労
か
ら
は
、
厚
労
省
の

「
賃
金
セ
ン
サ
ス
」
で
16
あ
る
産

業
分
類
の
う
ち
、
医
療
・
福
祉
分

野
は
12
位
。
一
方
で
、
同
じ
社
会

的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
気
・
ガ
ス

等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
は
１
位
。

国
民
生
活
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
産

業
で
あ
り
な
が
ら
、
医
療
・
介
護

の
社
会
的
役
割
は
、
軽
ん
じ
ら
れ

て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
訴
え
ま

し
た
。

　
ま
た
経
営
実
態
に
関
し
て
も
、

多
く
の
病
院
・
施
設
が
こ
れ
ま
で

に
な
い
赤
字
経
営
に
陥
っ
て
い
る

の
は
、
各
種
団
体
の
発
表
で
も
明

ら
か
な
こ
と
。
現
実
に
医
療
・
介

護
労
働
者
は
、
賃
上
げ
も
他
産
業

の
水
準
か
ら
出
遅
れ
て
お
り
、
一

般
国
民
同
様
に
、
諸
物
価
高
騰
に

生
活
を
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。
診

療
報
酬
10
％
増
が
必
要
と
い
う
の

は
、
労
働
組
合
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
医
療
関
係
団
体
か
ら
も
要
望

さ
れ
て
い
る
と
強
く
強
調
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
減
っ
て
は
き
て
い
る

も
の
の
「
た
だ
働
き
（
サ
ー
ビ
ス

残
業
や
不
払
い
残
業
）」
が
残
さ

れ
て
お
り
、
現
行
診
療
報
酬
で
も

ま
と
も
に
残
業
代
を
支
払
え
ば
た

ち
ま
ち
医
療
経
営
は
破
綻
し
て
し

ま
う
水
準
だ
、
と
指
摘
す
る
と
担

当
官
も
、
驚
き
の
表
情
を
持
っ
て

受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
現
実
に
医
療
・
介
護

崩
壊
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
財

務
省
も
大
変
だ
と
思
う
が
汗
を
か

い
て
ほ
し
い
。
ま
た
今
日
は
第
一
次

要
請
行
動
と
し
て
考
え
て
お
り
、

改
め
て
現
場
実
態
の
デ
ー
タ
を
持

ち
寄
り
、
話
を
し
て
い
き
た
い
と

お
願
い
し
て
、
予
定
時
間
を
オ
ー

バ
ー
し
て
の
行
動
を
終
え
ま
し
た
。

　
４
月
施
行
の
内
容
は
、
９
つ
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
に
あ

る
よ
う
に
①
子
の
看
護
休
暇
の
見

直
し
で
、
名
称
は
「
子
の
看
護
等

休
暇
」
と
な
り
、
対
象
は
「
小
学

校
３
年
生
終
了
ま
で
」、
取
得
自

由
も
「
病
気
・
け
が
」「
予
防
接
種
・

健
康
診
断
」
に
加
え
、「
感
染
症

に
伴
う
学
級
閉
鎖
等
」「
入
園
（
入

学
）
式
、
卒
園
式
」
も
加
わ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
②
所
定
外
労
働
の
制
限

（
残
業
免
除
）
に
つ
い
て
も
「
小

学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る
労

働
者
」
と
し
て
期
間
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　
③
短
時
間
勤
務
制
度
（
３
歳
未

満
）
の
代
替
措
置
に
テ
レ
ワ
ー
ク

を
追
加
す
る
措
置
は
、
医
療
・
介

護
施
設
で
は
現
実
的
で
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。 

④
育
児
の
た
め
の
テ
レ

ワ
ー
ク
導
入
も

同
様
で
、
事
業

主
の
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
⑤
育
児
休
業

取
得
状
況
の
公

表
義
務
は
、「
従

業
員
数
３
０
０

人
超
の
企
業
」

と
な
り
ま
し
た
。

男
性
の
育
児
休

業
等
の
取
得
率
、

ま
た
は
育
児
休

業
等
と
育
児
目

的
休
暇
の
取
得

率
を
年
１
回
、
公
表
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
⑥
介
護
休
暇
を
取
得
で
き
る
労

働
者
の
要
件
緩
和
で
は
、「
継
続

雇
用
期
間
６
か
月
未
満
」
の
条
件

が
撤
廃
さ
れ
、
除
外
可
能
な
労
働

者
は
、
週
の
所
定
労
働
日
数
が
２

日
以
下
の
者
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
事
業
主
は
、⑦
介
護

離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整

備
、⑧
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の

個
別
の
周
知
・
意
向
確
認
等
を
行

う
こ
と
が
義
務
化
。⑨
介
護
の
た

め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
も
努
力
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
〜
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現

す
る
た
め
の
措
置
の
導
入
義
務

　
10
月
か
ら
は
、
事
業
主
は
３
歳

か
ら
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育

す
る
労
働
者
に
関
し
て
、
５
つ
の

選
択
肢
（
表
）
の
中
か
ら
、
２
つ

以
上
を
選
択
し
て
講
ず
る
こ
と
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
で
も
こ
の
秋
、
労
使
協
議

等
が
進
み
、
ど
の
措
置
を
選
択
す

る
か
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医

療
・
介
護
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

は
難
し
い
た
め
、
そ
れ
以
外
の
４

つ
か
ら
２
〜
３
つ
を
検
討
・
導
入

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
多
数
で

す
。
広
島
で
は
、「
時
差
出
勤
」

と
と
も
に
、「
養
育
両
立
支
援
休

暇
」
10
日
の
う
ち
、
３
日
（
24
時

間
）
分
を
有
給
と
す
る
こ
と
で
妥

結
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
労
働

組
合
や
総
務
等
に
確
認
し
て
み
て

下
さ
い
。
ま
た
詳
細
を
知
り
た
い

方
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
厚
労
省

の
リ
ー
フ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　
10
月
８
日
、全
厚
労
は
参
議
院
議
員
会
館
内
で
、四
役
会
議
を
開
催
し
、

合
わ
せ
て
「
第
一
次
財
務
省
要
請
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
政
局
が
混
沌

と
す
る
中
で
、
医
療
・
社
会
保
障
費
の
増
額
や
26
年
度
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
、
補
正
予
算
で
の
財
政
支
援
等
を
求
め
ま
し
た
。

　
男
女
と
も
に
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
育
児
期

の
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、
措
置
の
拡
充
や
介
護
離
職

防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
、
個
別
周
知
・
意
向
確
認
の
義
務

化
な
ど
が
法
改
正
さ
れ
、
４
月
と
10
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
が
し
っ
か
り
と
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

改正育児介護
休業法リーフ

担当官に要請書を手渡す岩本委員長（右）

主計官補佐（厚労担当・こども家庭・統括補佐、左手前）と四役で懇談

改正育児・介護休業法のポイント
2025年4月1日から施行
①子の看護休暇の見直し                                                義務化（就業規則等の見直し）

改正内容 施行前 施行後
対象となる子の範囲の拡大 小学校就学の始期に達するまで 小学校３年生修了まで

取得事由の拡大
（③④を追加）

①病気・けが取得事由の拡大
②予防接種・健康診断

①病気・けが
②予防接種・健康診断
③感染症に伴う学級閉鎖等
④入園（入学）式、卒園式

労使協定による継続
雇用期間６か月未満
除外規定の廃止

〈除外できる労働者〉
①週の所定労働日数が２日以下
②継続雇用期間６か月未満

〈除外できる労働者〉
①週の所定労働日数が２日以下
※②を撤廃

名称変更 子の看護休暇 子の看護等休暇
※取得可能日数は、現行日数（１年間に５日、子が２人以上の場合は10日）から変更ありません。

②所定外労働の制限（残業免除）の対象拡大 義務化（就業規則等の見直し）
改正内容 施行前 施行後

請求可能となる労働者の範
囲の拡大 ３歳未満の子を養育する労働者 小学校就学前の子を養育する労働者
その他、③代替措置としてテレワークの導入～⑨周知義務の措置を導入

2025年10月1日から施行
⑩柔軟な働き方を実現するための措置等 義務化（就業規則等の見直し）
（１）育児期の柔軟な働き方を実現するための措置（選択して講ずべき措置と具体的内容）
①始業時刻等の変更：次のいずれかの措置（一日の所定労働時間を変更しない）

・フレックスタイム制
・始業または終業の時刻を繰り上げまたは繰り下げる制度（時差出勤の制度）

②テレワーク等（10日以上/月）：一日の所定労働時間を変更せず、月に10日以上利用できるもの
③保育施設の設置運営等：保育施設の設置運営その他これに準ずる便宜の供与をするもの

（ベビーシッターの手配および費用負担など）
④就業しつつ子を養育することを容易にするための休暇（養育両立支援休暇）の付与（10日以上/年）
　一日の所定労働時間を変更せず、年に10日以上取得できるもの

⑤ 短時間勤務制度：一日の所定労働時間を原則６時間とする措置を含むもの
注：②と④は、原則時間単位で取得可とする必要があります

財
務
省
へ
第
一次
要
請
行
動

財
務
省
へ
第
一次
要
請
行
動

医
療
機
関
の
厳
し
さ
認
識

2025年10月より施行、知っていますか？
改正育児・介護休業法で「働き方」選択も改正育児・介護休業法で「働き方」選択も
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「
現
場
は
も
う
限
界
」「
地
域

の
医
療
を
ま
も
ろ
う
」
の
掛

け
声
や
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
そ
ろ

い
の
う
ち
わ
・
帽
子
で
沿
道

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

し
て
い
る
。
保
育
士
の
年
収

は
全
産
業
平
均
よ
り
１
２
０

万
円
も
安
く
、
物
価
高
騰
が

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
」と
、

賃
金
が
抑
制
さ
れ
続
け
て
い

る
状
況
を
訴

え
ま
し
た
。

　
集
会
は
最

後
に
厚
労
省

に
向
け
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
行
い
、

参
加
者
は
銀

座
に
向
か
っ

て
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。

日
比
谷
野
外

音
楽
堂
か
ら

東
京
駅
ま
で

の
道
の
り
を
、

や
疲
労
を
抱
え
、
自
立
だ
け

を
急
か
さ
れ
て
い
る
。
メ
ン

タ
ル
が
崩
壊
す
る
」
と
現
場

の
実
態
を
指
摘
。「
自
身
や

家
族
の
生
活
が
確
保
で
き
な

け
れ
ば
患
者
さ
ん
を
救
う
こ

と
も
で
き
な
い
。
退
職
者
を

引
き
留
め
、
仲
間
を
増
や
す

た
め
の
処
遇
改
善
を
」
と
力

強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
保
育
現
場
か
ら
は
、
保
育

士
を
多
く
配
置
す
る
と
人
件

費
が
園
の
持
ち
出
し
と
な

り
、
一
人
当
た
り
の
賃
金
が

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
現
状

を
伝
え
、「
国
の
配
置
基
準

で
災
害
が
あ
っ
た
時
に
子
ど

も
を
守
れ
る
の
か
。
一
人
ひ

と
り
の
大
切
な
命
を
預
か

り
、
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を

　
集
会
は
日
本
医
労
連
の

佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、「
医

療
・
社
会
保
障
費
の
大
幅
削

減
で
医
療
機
関
や
介
護
事
業

所
が
相
次
い
で
倒
産
し
、
地

域
医
療
・
介
護
の
提
供
体
制

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ

シュプレヒコールする全厚労の仲間　日比谷野外音楽堂は10月から改修工事に入る

ナ
禍
で
患
者
が
入
院
で
き
ず

亡
く
な
っ
た
事
例
が
多
数
あ

っ
た
が
、
そ
の
反
省
が
全
く

生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
民

の
命
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。

声
を
上
げ
て
行
動
し
、
平
和

を
守
り
、
国
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
政
治
へ
転
換
さ
せ

よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
集
会
ゲ
ス
ト
に

は
時
事
ネ
タ
を
得

意
と
す
る
日
本
の

コ
ン
ト
グ
ル
ー
プ

「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
」
の
お

二
人
が
「
と
ら
ん

ぷ
大
統
領
」
な
ど

に
扮
し
、
政
治
の

お
か
し
さ
を
笑
い

に
変
え
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
医
療
・
介
護

現
場
か
ら
の
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
医
療
・
社

会
保
障
費
の
増

額
、
労
働
者
の

処
遇
改
善
を
求

め
る
声
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　
開
業
医
の
63

％
と
勤
務
医
約

２
万
人
が
加
入

す
る
保
団
連

は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
や
ガ
ザ

へ
の
攻
撃
で
多

く
の
犠
牲
者
が
亡
く
な
っ
て

い
る
状
況
に
、
戦
争
で
犠
牲

に
な
る
の
は
兵
士
だ
け
で
な

く
一
般
国
民
や
女
性
や
子
ど

も
だ
と
し
て
、「
平
和
な
く

し
て
医
療
は
な
い
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

　
看
護
現
場
か
ら
は
、
患
者

応援に駆けつけた「とらんぷ大統領」

に
寄
り
添
い
質
の
高
い
看
護

を
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
る
が
看
護
師
が
足
り
な

い
こ
と
。
新
人
看
護
師
の
話

を
十
分
に
聞
い
て
あ
げ
ら
れ

な
い
状
況
で
、「
若
い
看
護

師
は
不
安
が
募
り
、
疑
問
は

そ
の
ま
ま
に
さ
れ
、
孤
独
感

横断幕やプラカードでアピール

もう限界

処遇改善訴え、秋の銀座をパレード

秋晴れのなか元気にパレード

　皆
さ
ん
の
中
に
は
、
管
理
職

と
し
て
部
下
を
指
導
す
る
立
場

に
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
指
導
ま
で
い
か
な
く

て
も
職
場
で
何
ら
か
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
求
め
ら
れ
る
機
会

が
度
々
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
は
あ
る
が
、
率
直
に
言
い
す

ぎ
る
と
や
る
気
を
そ
ぐ
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
間
関

係
に
影
響
が
で
る
か
も
し
れ
な

い
、
で
も
、
き
ち
ん
と
伝
え
な

い
と
伝
わ
ら
な
い
と
、
あ
れ
こ

れ
思
い
悩
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　そ
の
よ
う
な
と
き
に
有
効
な

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法
が〝
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
〞で
す
。

こ
れ
は
、〈
ま
ず
良
か
っ
た
点

を
伝
え
る
↓
次
に
改
善
点
を

伝
え
る
↓
再
び
前
向
き
な
言

葉
で
締
め
く
く
る
〉
と
い
う
よ

う
に
、
改
善
点
を
真
ん
中
に
は

さ
ん
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る

方
法
で
す
。
こ
の
方
法
で
あ
れ

ば
、
相
手
の
防
衛
反
応
を
和

ら
げ
て
、改
善
へ
の
意
欲
を
高
め
、

成
長
の
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る

効
果
も
生
み
出
せ
る
で
し
ょ
う
。

誰
し
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け

る
こ
と
自
体
に
不
安
を
抱
き
や

す
い
も
の
で
す
。
ま
ず
は
相
手

に
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
と
い

う
安
心
感
を
与
え
、

心
理
的
な
負
担
を

下
げ
る
こ
と
で
、

改
善
点
も
受
け
入

れ
や
す
く
な
り
ま

す
。

　ま
た
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
後
に
、

相
手
の
意
見
も
聞
き
、
一
緒
に

改
善
点
に
つ
い
て
考
え
る
時
間

が
持
て
る
と
な
お
よ
い
で
し
ょ

う
。
最
後
に
は
、
今
後
の
期
待

や
フ
ォ
ロ
ー
の
体
制
に
つ
い
て
も

伝
え
る
こ
と
で
き
れ
ば
完
璧
で

す
。　そ

も
そ
も
、
心
理
的
安
全

性
が
保
た
れ
て
い
な
い
職
場
で

は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
そ
の
も
の

が
相
手
を
委
縮
さ
せ
る
攻
撃

的
な
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
大
前
提
と
し
て
日
ご

ろ
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
や
温
か
い
言
葉
が
け
を

行
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

安
心
感
与
え
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク （
15
）

山本晴義先生

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

心
の
相
談
室

医療・介護・福祉の現場を守れ医療・介護・福祉の現場を守れ

い
の
ち
と
暮
ら
し
守
る
政
治
へ
転
換
を

い
の
ち
と
暮
ら
し
守
る
政
治
へ
転
換
を

各
分
野
か
ら
現
場
の
訴
え

各
分
野
か
ら
現
場
の
訴
え

  

９
月
25
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
て
「
も
う

限
界　
平
和
と
社
会
保
障
を
立
て
直
せ
！
い
の
ち
ま
も
る

総
行
動
」
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
行
動
は
日
本
医
労

連
や
保
団
連
、
全
日
本
民
医
連
、
福
祉
保
育
労
な
ど
で
つ

く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
当
日
は
２
２
０
０
人
が
全

国
か
ら
参
加
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
２
０
０
人
以
上
が
視
聴

し
ま
し
た
。
全
厚
労
か
ら
も
76
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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